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津波によるゲートの浮上がりの試算



TP.+5.85

堰・水門等委員会 H23.4.24北上大堰 津波によるゲートの浮き上がり検討

揚圧力 Ｐu＝（Ｐｓ＋Ｐｇ）×ℓ×Ｌａ）上部水重（子ゲート付きのみ適用）

ゲートの浮き上がりについて、河川津波が到達した時の静水圧と衝撃圧がボトムプレートに作用すると考えて試算した。

 

H1 Hg 

TP.+3.56 TP.+3.37

TP.+0.89

TP.+2.13

津波

TP. 5.85

子ゲート
a

d

c

TP.+0.05

a

揚圧力 Ｐu＝（Ｐｓ＋Ｐｇ）×ℓ×Ｌ
ここに、Ｐｓ：静水圧、Ｐｇ：衝撃圧、ℓ：ボトムプレート水平長さ、Ｌ：径間長

１
Ｐｓ＝ －×（Ｈ１＋Ｈ２）

２
ここに、Ｈ１、Ｈ２：河川津波高に対応したボトムプレートの各水深

１
Ｐｇ＝ －×（Ｈｇ＋Ｈｇ）

ａ）上部水重（子ゲ ト付きのみ適用）
ｂ）扉体自重
ｃ）扉体内水重（メインゲートのみ適用）
ｄ）給排水孔からの流入水
ｅ）スキンプレート下部傾斜部（リップ部）揚圧力

：傾斜部中心に作用する上流水深
ｆ）ゲートのボトムプレートに作用する揚圧力

H2 Hg PsPg 
TP.-2.37

e

b

f

底リップ部

＜調節ゲート（メイン）＞ ＜調節ゲート（サイド）＞

Ｐｇ＝ ×（Ｈｇ＋Ｈｇ）
２

ここに、Ｈｇは河川津波の遡上速度から求めた河川津波高

TP.+5.23

下段ｹﾞｰﾄ天端 TP.+2.13

TP.+5.73

ｹﾞｰﾄ天端 TP.+3.73

津波到達最高水位TP.+5.85

津波遡上高 TP.+3.37

TP.+5.23

TP.+5.73

ｹﾞｰﾄ天端 TP.+3.73

津波到達最高水位TP.+5.85

津波遡上高 TP.+3.37

敷高 TP.-2.37

津波前下流水位 TP.+0.05

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ上端 TP.+0.89

敷高 TP.+0.83

ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾚｰﾄ TP.+1.78

ケース1

ケース2

ケース3

津波前下流水位 TP.+0.05

ケース1

ケース2

ケース3

ケース4

ケース5

１越波までは上向きの力が勝り、ゲートが浮き上がる。

越波までは上向きの力が勝り、ゲートが浮き上がる。



堰・水門等委員会 H23.4.24阿武隈大堰 津波によるゲートの浮き上がり検討

＜調節ゲート＞＜制水ゲート＞

津波到達最高水位TP.+5.39 津波到達最高水位TP.+5.39

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ上端 TP.+4.10

ｹﾞｰﾄ天端 TP.+4.40

ﾊﾞｯｸﾌﾟﾚｰﾄ上端 TP.+2.70

下段ｹﾞｰﾄ天端 TP.+3.30

ｹﾞｰﾄ天端 TP.+4.40

敷高 TP.+0.6

津波前下流水位 TP.+0.2

ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾚｰﾄ上端 TP.+1.80

ケース1 ケース2 ケース3

敷高 TP.+0.6

津波前下流水位 TP.+0.2

ﾎﾞﾄﾑﾌﾟﾚｰﾄ上端 TP.+1.65

ケース1

ケース2

ケース3 ケース4

ケ ス2

調節ゲートは浮き上がらない。

越波までは上向きの力が勝り、ゲートが浮き上がる。

２


